大学に入ってから初めて日本語を勉強して、日本語の面白さに吸い込まれて好きになりました。特に日本のいろいろなことを興味を持って、いつか日本に行って、この目で、日本のことを見てみたいという夢をずっと持っていました。おかげさまで、この夢を大学二年生のときに実現しました。
日本への憧れを持ちながら日本の土を踏みました。空港から学校までの途中で日本の現代ビル、きちんと整備した高速道路、各種類の可愛い車を見て、胸がドキドキワクワクしました。
来たとき、ちょうどやすみなので、キャンパスには人影が少ない。ちょうどこの間を利用して、見学に出かけました。思ったほど大きくなかったのですが、とても綺麗です。教学ビル以外は図書館や食堂や体育館や寮などあります。テニスコートもあります。公園や休憩所などに抽象的な彫刻像を置いてあります。さすが、女子大学で、あちこち女性の美的な雰囲気が漂っています。
日本にくる前、私はもう二年間日本の社会文化を勉強したので，どうしてもちょっと知っていたと思ったのですが、ほんとうに正面に出会ったとき、やっはり驚かされて感心しました。電車に乗るときは順番で、横道を渡るときには必ず信号を守る、こんな基礎的な常識は中国にいたときも知っていたんですが、みんなの姿を見て守らなかったのです。日本に来ている間に細かい習慣をきちんと身につけ、一生の宝物になれると思います。
また感心されたのは、日本人の思いやりです。来たばかりのときから今まで、ずっと日本人の思いやりに包まれて恵まれて、気持ちよく過ごしてきました。トイレットペーパーから、日常生活まで、なんでも日本人の思いやりが含まれています。
次は、日本の物価はとても高いです。お金を節約するために、みんないつも遠い、安いスーパーまで自転車で行きます夜7時半すぎると学校の向こうのサンリプの割引をする食品を買いに行きます。でもこのまま生きて無理です。中国の留学生にとって、生活のためにアルバイトをしなければならないということなのです。一方では、アルバイトを通じて日本人と一緒に働いて、日本人の風俗習慣及び日本人の思想を了解することができると思います。それに、私はアルバイトをしていました。今のアルバイトは、単純なアルバイトではなくて、私にとって、国際交流の窓口になっています。一人でもより多くの日本人が中国と友好になり、中国のことが好きになってほしいという思いで一杯です。「取是得、施亦是得」と中国古典名言があります。明るい気持ち、優しい笑顔、心からの関心と思いやりを、知らない人でも、どこの国の人でも、言葉が通じなくても、得失をてんびんにかけることなく、素直に他人に与えれば、自分自身も心が豊かになります。それは得なことではないでしょうか。このようにすれば、人間と人間の間、友好と平和の絆は、深く結ばれるのだと思います。
私は日本に来てよかったと思います。日本の留学生活は、将来、私の宝物のようになるに違いないと思っています。
